
▲ 杉村楚人冠は『湖畔吟』でモズの声を「きやんきやん」と表現しています。

＊ 杉村楚人冠（1872 - 1945）： 朝日新聞社のジャーナリスト。晩年は我孫子に住み、
『アサヒグラフ』誌上で随筆集『湖畔吟』を著して、手賀沼を広く紹介しました。

【9月のテーマ】

    てがたんオノマトペ
案内人： 石原 直子（鳥の博物館市民スタッフ）

   北村 章子（鳥の博物館市民スタッフ）

車や自転車、ランナーに注意しましょう。水田や私有地ではマナーを守って観察しましょう。

2026年９月12日（土）

オノマトペとは擬態語、擬音語などのことを言います。

ふわふわ、さらさら、カサカサ、キラキラ…。てがたんコ

スを歩く中では、どのような表現が出てくるのでしょ

うか。自然の中でたくさんのオノマトペを楽しみながら

体験してみましょう。
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てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から ＊連絡先 我孫子市鳥の博物館 電話04-7185-2212

て が た ん 参 加 者 の 方 は
このパンフレット持参で
当日、博物館入館無料です。



吹き出しにオノマトペを入れてみましょう

ねこじゃらしの穂をさわってみると…？ ワルナスビのとがった葉はどんな感じ？

風にゆれるヤナギの葉は？ サクラの木に群がるモンクロシャチホ
コ幼虫は？

ナメクジがはった跡は？ モンクロシャチホコ幼虫が歩く様子は？

てがたんコースで見つけたオノマトペを書いてみましょう

・例 チュンチュン （スズメの鳴き声）
ツルツル （サルスベリの木の幹）

（エノコログサ）
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